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⻭周病の治療が、⼤腸がんの病態に関連する細菌

Fusobacterium nucleatum の動向に影響することを発⾒ 
 

 横浜市⽴⼤学医学部 肝胆膵消化器病学教室 中島 淳教授、⽇暮 琢磨講師、吉原 努医師ら
の研究グループは、横浜市⽴⼤学附属病院 ⻭科・⼝腔外科・矯正⻭科の來⽣ 知診療教授ら
と共同で、⼤腸がんの発がんや進⾏に関連しているとされるフソバクテリウム・ヌクレア
タム（Fusobacterium nucleatum）という細菌が、⻭周病＊1 の治療により便中から減少する
ことを臨床研究において明らかにしました。フソバクテリウム・ヌクレアタムが減少する
ことで、⼤腸がんの発がんや進⾏に対する新規予防法の開発の原動⼒となる可能性を⽰し
ています。 

本研究成果は、Scientific reports 誌に掲載されました。（2021 年 12 ⽉ 9 ⽇） 

図 1 ⼝腔のフソバクテリウム・ヌクレアタムが、⼤腸のフソバクテリウム・ヌクレアタムに移⾏する可

能性があるため、⻭周病治療で便のフソバクテリウム・ヌクレアタムに影響がでたと考えられる。 

 
研究背景 
 フソバクテリウム・ヌクレアタムは⻭周病に関連する⼝腔内常在菌です。近年、フソバ
クテリウム・ヌクレアタムが⼤腸がんの発がんや進⾏と関連があると次々と報告されてお

研究成果のポイント 
 フソバクテリウム・ヌクレアタムは⻭周病に関連する⼝腔内常在菌で、⼤腸がんの

発がんや進⾏に関連しているとされる。 
 ⻭周病治療を⾏うことにより、便のフソバクテリウム・ヌクレアタムが減少するこ

とを確認した。 
 ⻭周病治療を⾏い、⼤腸のフソバクテリウム・ヌクレアタムの動向を⾒た研究報告

は世界初である。 
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り、⼤腸がん研究で⾮常に注⽬される細菌として知られるようになってきました。また、
⻭周病の指標の 1 つである⻭周ポケット＊2 の深さが 4mm 以上の割合は、45 歳を越えると
50％以上になり、多くの⽇本⼈が⻭周病を抱えているといえます。また、⻭周病は糖尿病
や動脈硬化、あるいは脳卒中などの全⾝性の疾患と強く関連しており、⻭周病への関⼼が
より⾼まっています。 
 私たちの研究室では、以前、⼝腔内のフソバクテリウム・ヌクレアタムの菌株と⼤腸が
ん組織のフソバクテリウム・ヌクレアタムの菌株が同⼀である可能性を発表しました。フ
ソバクテリウム・ヌクレアタムは⻭周病に関連する常在菌であり、⻭周病の治療を⾏えば、
⼤腸のフソバクテリウム・ヌクレアタムが低下すると仮説をたて、⼤腸がんの発がんや進
⾏予防の研究に寄与するのではないかと考え、本研究を⾏いました。 
 
研究内容 
 ⼤腸内視鏡検査を受け、⼤腸腫瘍を認めた患者さんの唾液や便、⼤腸腫瘍組織の⼀部を
採取し、⻭周病治療を約 3 ヶ⽉間受けていただきました。⻭周病治療後に⼤腸腫瘍を切除
し、その際に再度、唾液、便、腫瘍組織を採取しました。⻭周病治療前後のこれらの検体
のフソバクテリウム・ヌクレアタムの動向を digital PCR という⼿法で調べたところ、⻭周
病治療が成功した患者さんでは、治療後に便のフソバクテリウム・ヌクレアタムが減少し
ましたが、⻭周病が改善しなかった患者さんでは、減少しませんでした。唾液や⼤腸腫瘍
組織については、⻭周病が改善した患者さんにおいても、⻭周病治療前後でフソバクテリ
ウム・ヌクレアタムの減少は⾒られませんでした。⼀⽅で、異型度が強い腫瘍組織をもつ
患者さんの便のフソバクテリウム・ヌクレアタムは低異型度の腫瘍組織のみの患者さんの
便よりも多く検出され、腫瘍の進⾏に伴ってフソバクテリウム・ヌクレアタムが増加して
いくことが⽰唆されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 治療により⻭周病が改善すると治療前の便中フソバクテリウム・ヌクレアタムと⽐較して、治療後
のフソバクテリウム・ヌクレアタムが減少した⼀⽅で、⻭周病の改善がなかった患者さんは変化が⾒られ
なかった。 
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今後の展開 
 ⼤腸がんの罹患数は⽇本において、男⼥合わせると悪性腫瘍のうち第 2 位と⾮常に多数
の患者が存在し、⼤腸がんの予防を⾏うことは喫緊の課題となっています。胃がんは、ピ
ロリ菌を除菌することによって予防効果があると知られていますが、⼤腸がんについては、
特定の微⽣物をターゲットにすることは確⽴されていません。本研究で得られた結果から、
⼝腔内と⼤腸に存在するフソバクテリウム・ヌクレアタムは関連があり、⻭周病治療を適
切に⾏えば、⼤腸がんの発がん予防や進⾏抑制に対して、恩恵を受けることができる可能
性があります。しかしながら、なぜ⻭周病治療で便のフソバクテリウム・ヌクレアタムが
減少したのか、その機序が解明できておらず、今後の検討課題です。また、進⾏⼤腸がん
の患者さんは対象としていないため、今後はこういった患者さんへの⻭周病治療の恩恵に
ついても検討していく必要があると考えています。 
 
研究費 

本研究は、JSPS 科研費基盤研究（C）、⽇本医療研究開発機構（AMED）⾰新的がん医療
実⽤化研究事業の⽀援を受けて実施されました。 
 
論⽂情報 
タイトル： A prospective interventional trial on the effect of periodontal treatment on 
Fusobacterium nucleatum abundance in patients with colorectal tumours 
著者： Tsutomu Yoshihara, Mitomu Kioi, Junichi Baba, Haruki Usuda, Takaomi Kessoku, 
Michihiro Iwaki, Tomohiro Takatsu, Noboru Misawa, Keiichi Ashikari, Tetsuya Matsuura, Akiko 
Fuyuki, Hidenori Ohkubo, Mitsuharu Matsumoto, Koichiro Wada, Atsushi Nakajima, Takuma 
Higurashi  
掲載雑誌： Scientific reports 
DOI： 10.1038/s41598-021-03083-4 
 
⽤語説明 
*1 ⻭周病：細菌感染によって、⻭茎に炎症を起こし、⻭を⽀える⾻が溶けてしまう病気の
ことである。⻭周病が進⾏すると、⻭を失う原因になる。 
 
*2 ⻭周ポケット：⻭と⻭茎の間にある溝のことをいう。⻭周病になると⻭周ポケットは深
くなる。 
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